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研究の背景・目的 
1. 新規下痢性貝毒アザスピロ酸（AZA）は熱に安定

な脂溶性化合物で、アンフィドーマ属やアザジニ

ウム属の有毒プランクトンが作ります。国内でも

AZAを作るプランクトンが確認されています。 
2. このようなプランクトンを餌として食べることで

毒を蓄積（毒化）した二枚貝を、ヒトが食べるこ

とによって、下痢を主な症状とする食中毒が起き

ます。まだ日本国内の食中毒事例はありません。 
3. 日本ではAZAは規制されていませんが、国際的な

食品規格（Codex）により構造の異なるAZA1, 2, 3
（図１）を監視対象として、規制値「可食部1kgあ
たり0.16 mg」が定められており、EUでは規制対

象とされています。 

 
図１．AZAの化学構造 
AZA1, 2, 3ではそれぞれR1とR2の部分の構造が異

なる 
 
4. そのため、国内で食中毒発生の可能性がある AZA
について、規制を行う際に必要となる高度な分析法を

開発し、国内で分離した有毒プランクトンが作る

AZAの詳しい毒素組成を明らかにしました。 
 
 

研究成果 
1. AZAについて、LC-MS/MS（液体クロマトグラフ質

量分析）による広範囲の検索条件を確立し、AZA を

作るとされるプランクトンの培養株を分析しました

（図２、図３）。 

 
図２．質量分析によるAZAの分析 

 
 

 
図３．質量分析によるAZAの構造解析 
 
2. 培養株の作る AZA の広範囲な分析により、主要毒

素が AZA2 であることがわかりました。さらに、20
種類以上の微量な新規AZAを見つけ（図４）、国内沿

岸域から得られたAZAを作る有毒プランクトンの詳

しい毒素成分を初めて明らかにしました。 
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波及効果 

1. 国内では、AZA による食中毒は発生していません

が、 AZA を作るプランクトンが確認されています。

今回開発したAZAの分析法は、水産物リスクを管理・

制御するための技術として、二枚貝中のAZA 含量を

規制する際など、今後のAZA の監視体制の整備に貢

献します。 
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図４．培養株によるAZA組成の違い 
図中の数値の単位は％、赤字は今回発見した微量の新規AZAのうち13種類を示す 


